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令和７年度第１回高梁市総合教育会議 会議録 

１． 招 集 令和７年６月２５日 午後１時００分 

２． 開 会 令和７年６月２５日 午後１時００分 

３． 閉 会 令和７年６月２５日 午後４時００分 

４． 会議の場所   高梁市役所４階会議室１・２ 

５． 出席、欠席した構成員の氏名 

氏 名 出欠の別 

石 田 芳 生 出 席 

小 田 幸 伸 出 席 

西 井 道 治 出 席 

川 上 は る 江 出 席 

渡 あ り さ 出 席 

山 縣  始 出 席 

６． 会議に出席した者の職氏名 

職   名 氏   名 備  考 

企 画 財 政 部 長 山 川 映 之 

徳雄 

 

教 育 次 長 伊 丹  誠  

教 育 委 員 会 事 務 局 参 与 福 原 洋 子  

教 育 委 員 会 事 務 局 参 与 田 村 啓 介  

教 育 総 務 課 長 藤 井 聡 美  

こ ど も 教 育 課 長 三 宅 美 弥  

社 会 教 育 課 長 亀 山 智 弘  

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 野 口 和 則  

教 育 総 務 課 長 補 佐 羽 井 佐 彰  

教 育 総 務 課 総 務 係 長 大 月 智 美  
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７． 協議題 

（１） 高梁市教育大綱の改定について 

（２） 教育委員会関係の体制整備について 

１） 学校及び園関係について 

２） 学校給食センター関係について 

３）社会教育・スポーツ施設関係について 

 

８． 議事の概要 

 １ 開会 

 

 ２ あいさつ（市長） 

本日は、総合教育会議にお集まりいただき、誠にありがとうございます。 

この会議は、私たちの地域における教育の質を向上させるための重要な場であり、皆様と共に未来を

見据えた教育施策を議論できることを大変嬉しく思っております。 

さて、本日の議題にあります教育大綱につきましては、教育の目標や施策の基本的な方向性を示すも

ので、本市の現大綱は、令和２年度に策定し、その計画期間は今年度をもって終了することから、令和

８年度からの今後５年間の新たな大綱を策定することとしております。 

この５年間には新型コロナウイルスの流行がありました。その中で財政状況の変化や、また新型コロ

ナウイルスが明けて、人口減少、特に子どもたちの数の行方というものが、当初予定していたよりかな

り急激な減少を起こしています。 

そういった影響は中山間地域に最も色濃く表れているとも思っており、様々な環境の変化の中でも、

未来への投資として子どもたちの教育はしっかりと支え、インターネットやＡＩについても取り入れて

いかなければならないと感じています。 

令和８年度から５年間の新たな大綱を策定するうえでも、様々な環境の変化を考慮して進めていかな

ければならないと思っておりますので、皆様から忌憚のないご意見やご提案をいただき、協議していき

たいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 ３ 協議題 

教育総務課長 

 

川上教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙資料により「（１）高梁市教育大綱の改定について」を説明 

 

 「一人ひとりの幸せとより良い社会を実現する人づくり」という基本目標に関

しては内閣府が同じような言葉を示しており、ウェルビーイングや社会教育を意

識したという意思はよくわかる。 

内閣府や文科省については、「より良い社会」の「よい」はあえて平仮名にし

ていて、そこに意味を持たせているようで、ウェルビーイングを語るときの「よ

りよい」はひらがな表記が多いので高梁市が漢字の「良い」にしているのは意味

があるのか教えてもらいたい。 

学習指導要領に含まれるものも、「よりよい」は平仮名にしてあり、それに意

味を持たせていると解釈している。 

また、国の振興基本計画の骨子の中で「グローバル化する社会の持続的な発展
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

川上教育委員 

 

市長 

川上教育委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

西井教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

こども教育課長、 

教育総務課長 

渡 教育委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

に向けて学び続ける人材の育成」とあり、県も「グローバル人材の育成」と示し

ている。総合的な探究の時間に力を入れていくにはグローバルな人材育成が大切

だと思うので、国や県の基本方針も加味しながらそういう視点が少し色濃く出る

ような基本方針してもらえたらと思う。 

「より良い社会」の「より良い」については、平仮名表記より漢字表記の方が

分かりやすいと思い漢字表記としたが、国の計画を参酌していく中で、もう少し

配慮をした方がよかったかなと思うので検討させてもらいたい。 

グローバル社会の発展については、前回教育委員からもご指摘を受けたところ

だが、事務局としてはグローバル化については大きな施策ではなく事業の中に入

れしっかりと取り組んでいこうと考えている。 

 国や県も基本方針に示してあるので、例えば（２）－⑧を「人権を大切にする

グローバルな人づくり」にするなど、検討してみてもらいたい。 

 漢字の「良い」と平仮名の「よい」では意味合いがどのくらい違ってくるのか。 

国、県や文科省が平仮名の「よい」にしているのは、恐らく「りょう」という

意味だけではなく、平仮名の方がより柔軟に考えることができ、また文化の差に

よっての「よい」が違ってくるということもあり、平仮名表記に国はしているの

ではないかというふうに思っている。個人的には色々な文献を見ながら、そのよ

うに感じている。 

 基本方針の（１）－①「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の時代に活躍できる力を育てま

す」とあるが、それを支えているのがＧＩＧＡスクール構想で、ＧＩＧＡは

「Global and Innovation Gateway for All」の略称で、グローバルを強く意識

した構想になっている。 

国や県のように直接的ではなくて、もう少し強調したいのは確かなので、意見

をいただいてグローバルについて何か示す表現があっても良いかと感じた。 

意見を参考にさせていただく。 

 国や県を参酌し全体的にとても良くまとめられていると感じる。 

 しかし、高梁市の教育大綱であればグローバルをもう少し強調してもらいた

い。 

 有漢学園は英語に力を入れ他の学校との違いがアピールの材料になると思う

ので、グローバル人材を育てていくことが高梁市の方向性にも一致してくると思

う。 

 

別紙資料により「（２）教育委員会関係の体制整備について」を説明 

「１）学校及び園関係について」 

 

 ②再編準備委員会等の状況についての福地幼稚園について、令和６年１２月の

学校運営協議会へ説明の際での、「◇内容は理解できる。昔の話と一緒に考えな

いでほしい。」との意見だと思うが具体的に教えてもらいたい。 

内容は理解できるという部分については他の地域と同じようにしていかない

といけないのは理解できるということだったが、現在、福地小学校は小規模特認

校として機能しているので、全ての地域と一緒に考えないでもらいたい。制度は

昔に策定されていたもので、現状とは異なるのではないか。 
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西井教育委員 

 

 

こども教育課長 

 

 

 

 

 

川上教育委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

社会教育課長、 

スポーツ振興課長 

山縣教育委員 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休園となった場合は、設置基準があり２０名以上いないと園は再開できないが

柔軟に対応してもらいたい。などの意見があった。 

①再編に係る学校園の状況についての中の高梁こども園については、保護者と

の信頼関係を築く等あるが保護者のケアについて問題はないか。元幼稚園と元保

育園の保護者の思いに温度差があるのではないか。 

 昨年から園長先生を中心に、両保護者の方も含めて園同士で話し合いを行っ

た。みなさんの意見を聞き保護者会等について、折衷案を考えながら進めていく

と聞いている。 

幼稚園の保護者に不安が多かったが、元幼稚園と元保育園の保護者がお互いに歩

み寄り、保育教諭が工夫して保護者の交流も持てている。１年目でもあり、一緒

になったことで大変なこともあるので担当課も支援していきたい。 

 ③学校施設整備についての学校施設の整備方針に２点示してあるが詳しく教

えてもらいたい。 

大規模改修については、長寿命化計画でランク付けしてある。古い建物が順番

に示してあり、成羽小学校や高梁小学校が古い建物になっている。再編計画も踏

まえて、高梁小学校の改修など検討していかないといけないと考えている。 

トイレについては洋式化・乾式化を同時に順次進めていきたいと考えている。 

トイレは毎日使用するものなので、乾式化まではできないが早めに洋式化だけで

も進めている。 

体育館のＬＥＤ化については、県からも言われている。電球の生産中止により

ストックがなくなっている現状があるので、教室と体育館両方をＬＥＤ化してい

くように進めている。空調については、特別教室にも順次整備している。特別教

室の整備が完了したら、財源を考えながら体育館の空調整備も進めていきたい。 

 

「２）学校給食センター関係について」 

 

「３」社会教育・スポーツ施設関係について」 

 

 高梁市図書館について、多くの市民が興味・関心を持っていると思う。 

 指定管理料が高額なことは、最初から分かっていたことだが、それについて市

長の考えを聞かせてもらいたい。 

 指定管理料もそうだが、その他の施設も含め将来的に億単位の施設整備をして

いかないといけない状況でもある。高梁小学校など存続していく学校が建替えの

時期にきており、学校施設の改修や、市長部局の事業でも、あと２，３年で財源

がなくなるような事業もたくさんあり、検討が必要となっている。 

教育分野も含め施策全体、施設全体を見て、そのなかで優先順位をつけて、将

来のためになぜ今我慢するのかをしっかり示しながら事業を進めていきたい。 

 体育館の空調整備については、国の指針で財源が示されているので取り入れな

がら検討していきたい。 

全体的な整理を進めていく中で、福地幼稚園・備中保育園について市が進めて

いく教育を推進するためには、適正人数は必要だと思う。地域性などを考慮する

必要はあるが、条例の基準や他の地域のことも踏まえながら進めていきたい。 
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山縣教育委員 

 

 

 

市長 

 

渡 教育委員 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 財政的に厳しい状況は分かっているので、残していくもの削っていくものを選

びながら、小学校の改修は早急に取り組んでもらいたい。 

 図書館についても、市民としては誇れる施設だと思うので検討してもらいた

い。 

 市外から通勤されている方からの評価はよく、学生も含め開館時間を増やして

もらいたいとの声は聴いている。 

１）学校及び園関係について①再編に係る学校園の状況についてで、課題が解

消されていない状況の学校もあるようだが、今後どのように進めていくのか。 

川上中学校と高梁東中学校はまだ詳細が決まっていない。市としては計画を基

に進めていくことになるが、地域との合意形成がないと進めていけないと思って

いる。丁寧な説明と情報共有を行い、地域が納得できる提案ができるようにして

いきたい。通学方法などもネックになっており、各課と調整を行っているところ

でそれが整い次第、提案し進めていこうと思っている。できるだけ早く提案して

いきたい。再編の可否については決まれば、その後は統合に向けて詰めた内容に

ついて検討していくことになる。 

小学校は複式解消の期間が１年間必要だが、中学校は複式解消をする必要がな

いので、決定までの期間は長く取ることができる。 

 統合になると、学校に県から職員の加配があるが、決まらないと県へ要望する

ことができないので、子どもたちの教育環境も考慮して、早めに方向性を決めて

いきたい。 

再編については、適正配置検討委員会から答申を受けた後、１３ヶ所の地域で

説明を行い、要望があれば別途説明に伺っているので、ある程度理解はしてもら

えていると思っている。最後にはしっかりと理解していただきお願いしていきた

い。 

 

 

 ４ その他 

 

 ５ 閉会 

  あいさつ（市長） 

 本日は、総合教育会議にご参加いただき、誠にありがとうございました。活発な議論をいただき、大

変有意義な時間を過ごすことができました。 

高梁市の子どもの数は昨年が６８人、今年は現在のところ６０人台になるということは多分ないと思

っておりますが１００人を切っている状況です。 

財政状況の厳しさというのもしっかり伝えていかないと、ただ厳しいと言うだけで我慢を強いられて

いる状態ではなくて、何のためにこれを我慢していかないといけないのか説明責任を果たしながら、ご

理解をいただかなければならないと思っております。 

教育分野においては、特に教育委員の皆様にはご指導ご鞭撻をいただかなければならないと思ってお

りますので、今後もご意見賜りますようどうぞよろしくお願いいたします。 

本日は大変ありがとうございました。 

 

 


